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(57)【要約】
【課題】表示ムラを改善するＥＬ表示装置を提供する。
【解決手段】ＥＬ表示装置に入力される映像データを前
記画素の色で重み付け処理して、点灯率を求める。また
、表示する最大階調数を求める。求めた点灯率に基づい
て、１フレーム期間における前記ＥＬ素子に電流を流す
時間を求め、前記表示画面に帯状の非表示領域を発生さ
せ、もしくは、表示する最大階調数を規定する。
【選択図】　　　図３４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＥＬ素子を有する複数の色の画素がマトリックス状に配置された表示画面を有するＥＬ
表示装置の駆動方法であって、
　前記ＥＬ表示装置に入力される映像データを前記画素の色で重み付け処理して、点灯率
を求め、
　前記求めた点灯率に基づいて、１フレーム期間における前記ＥＬ素子に電流を流す時間
を求め、前記表示画面に帯状の非表示領域を発生させ、かつ前記１フレーム期間に同期し
て前記帯状の非表示領域を移動させる、
　ＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　ＥＬ素子を有する複数の色の画素がマトリックス状に配置された表示画面を有するＥＬ
表示装置の駆動方法であって、
　前記ＥＬ表示装置に入力される映像データを前記画素の色で重み付け処理して、点灯率
を求め、
　前記求めた点灯率に基づいて、１フレーム期間に表示する最大階調数を求める、
　ＥＬ表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）素子を画素に用いたアクティブマトリク
ス型のＥＬ表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＥＬ素子を用いた平面自発光型のＥＬ表示装置の開発が近年盛んになっている。ＥＬ素
子は有機薄膜に電界をかけると発光する現象を利用したデバイスである。
【０００３】
　ＥＬ素子は自ら光を発する自発光素子であるため、照明部材を必要とせず軽量化及び薄
型化が容易である。また、ＥＬ素子の応答速度は数μ秒程度と非常に高速であるので、動
画表示時の残像が発生しない。
【０００４】
　有機ＥＬ（ＰＬＥＤ、ＯＬＥＤ、ＯＥＬ）パネル（有機発光素子パネル）は、アクティ
ブマトリクス方式の開発が盛んに行なわれている。この方式は、各画素回路内部の発光素
子に流れる電流を、画素回路内部に設けた能動素子（一般には薄膜トランジスタ、ＴＦＴ
）によって制御するものであり、以下の特許文献に記載がある。
【特許文献１】特開２００３－２５５８５６公報
【特許文献２】特開２００３－２７１０９５公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　有機ＥＬ表示パネルは、低温または高温ポリシリコンからなるトランジスタアレイを用
いてパネルを構成する。しかし、ＥＬ素子は、ポリシリコントランジスタアレイのトラン
ジスタ特性にバラツキがあると、表示ムラが発生する。
【０００６】
　ＥＬ素子に電流を供給する駆動用トランジスタに特性バラツキがあると、変換される電
流信号にもバラツキが発生する。通常、トランジスタは５０％以上の特性バラツキがある
。そのために、駆動用トランジスタの特性バラツキが表示ムラとして表示され、画像表示
品位を低下させるという問題点があった。
【０００７】
　そこで本発明は、駆動用トランジスタの特性バラツキを補償し、特性表示ムラのない画
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像表示を実現できるＥＬ表示装置の駆動方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のＥＬ表示装置の駆動方法は、ＥＬ素子を有する複数の色の画素がマトリックス
状に配置された表示画面を有するＥＬ表示装置の駆動方法であって、前記ＥＬ表示装置に
入力される映像データを前記画素の色で重み付け処理して、点灯率を求め、前記求めた点
灯率に基づいて、１フレーム期間における前記ＥＬ素子に電流を流す時間を求め、前記表
示画面に帯状の非表示領域を発生させ、かつ前記１フレーム期間に同期して前記帯状の非
表示領域を移動させることを特徴とするものである。
【０００９】
　また、他のＥＬ表示装置の駆動方法は、前記ＥＬ表示装置に入力される映像データを前
記画素の色で重み付け処理して、点灯率を求め、前記求めた点灯率に基づいて、１フレー
ム期間に表示する最大階調数を求めることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係るＥＬ表示装置は、駆動用トランジスタの特性バラツキを補償し、特性表示
ムラのない画像表示を実現できる。
【００１１】
　また、閾値電圧補正機能、移動度補正機能、ブートストラップ機能を備えている。
【００１２】
　すなわち、閾値電圧補正機能により、駆動用トランジスタの閾値電圧変動を補正できる
。
【００１３】
　また、移動度補正機能により同じく、駆動用トランジスタの移動度変動を補正すること
ができる。
【００１４】
　また、発光時におけるコンデンサのブートストラップ動作により、ＥＬ素子の特性変動
に関わらず、常に一定の発光輝度を保つことができる。すなわち、ＥＬ素子の電流－電圧
特性が経時変動しても、駆動用トランジスタのゲート端子－ソース端子間の電圧がブート
ストラップしたコンデンサにより一定に保たれるため、発光輝度を一定に維持することが
できる。さらには、移動度補正期間を映像信号のレベルに自動的に追従させることができ
る。また、画素の構成素子が少ないことにより、駆動用トランジスタのゲートに寄生する
容量が少なくなる為、ブートストラップ動作が確実となり、ＥＬ素子の経時変動に対する
補正能力を改善することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態を詳細に説明する。
【００１６】
（第１の実施形態）
　本発明の第１の実施形態のＥＬ表示装置について図１～図９に基づいて説明する。
【００１７】
（１）ＥＬ表示装置の全体構成
　図２は、本実施形態に係るＥＬ表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【００１８】
　本実施形態は、ＥＬ素子１５がマトリックス状に配置された表示画面２２とこれを駆動
する駆動回路とからなる。すなわち、図２に示すように、ＥＬ表示装置は、表示画面２２
とこれを駆動するソースドライバ回路（ＩＣ）１８と、ゲート端子ゲートドライバ回路１
２、１２ｃとからなる。
【００１９】
　図２のゲートドライバ回路１２は、図１のゲートドライバ回路１２ａ、１２ｂが組み合
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わせたものである。
【００２０】
　表示画面２２は、行状のゲート信号線１７と、列状のソース信号線１８と、両者が交差
する部分に配された行列状の画素１６と、各画素１６の各列に対応して形成されたアノー
ド電源配線２１を備えている。つまり、アノード電源配線２１は画素列に平行に形成され
ている。また、キャンセル電圧Ｖｒを供給するキャンセル電圧配線２０も画素列に平行に
形成されている。すなわち、ソース信号線１８に平行に形成されている。
【００２１】
（２）画素１６の構成
　図１は、図２に示したＥＬ表示装置に含まれる画素１６の具体的な構成及び結線関係を
示す回路図である。
【００２２】
　図１に示すように、画素１６は、ＥＬ素子１５などで代表されるＥＬ素子１５と、スイ
ッチ用トランジスタ１１ｂ、１１ｃ、１１ｅと、駆動用トランジスタ１１ａと、コンデン
サ１９ａとを含む。
【００２３】
　スイッチ用トランジスタ１１ｂは、そのゲート端子ｄがゲート信号線１７ａに接続し、
そのドレイン端子ｄがソース信号線１８に接続し、そのソース端子が駆動用トランジスタ
１１ａのゲート端子ｇに接続する。
【００２４】
　駆動用トランジスタ１１ａは、そのドレイン端子ｄがアノード電源配線２１に接続し、
そのソース端子ｓがＥＬ素子１５のアノード端子に接続している。
【００２５】
　ＥＬ素子１５のカソードは、接地電極またはカソード電極（電圧）Ｖｓｓに接続してい
る。なお、この接地電極またはカソード電極（電圧）Ｖｓｓは全ての画素１６に対して共
通に配線されている。
【００２６】
　コンデンサ１９ａは、駆動用トランジスタ１１ａのソース端子ｓとゲート端子ｇの間に
接続している。
【００２７】
　係る構成において、スイッチ用トランジスタ１１ｂは、ゲート信号線１７から供給され
た制御信号に応じて導通し、ソース信号線１８から供給された信号電位をサンプリングし
てコンデンサ１９ａに保持する。
【００２８】
　駆動用トランジスタ１１ａは、スイッチ用トランジスタ１１ｅがオンすることにより、
アノード電源配線２１から電流の供給を受け、コンデンサ１９ａに保持された信号電位に
応じて駆動電流をＥＬ素子１５に流す。
【００２９】
（３）ゲートドライバ回路１２
　ゲートドライバ回路１２について説明する。
【００３０】
　ゲートドライバ回路１２ａは、各ゲート信号線１７ａに順次制御信号（オン電圧または
オフ電圧）を供給して画素１６を行単位で線順次走査する。
【００３１】
　ゲートドライバ回路１２ｂは、この線順次操作に同期して、駆動用トランジスタ１１ａ
のドレイン端子ｄにキャンセル電圧Ｖｒを印加するトランジスタ１１ｃを制御する。すな
わち、ゲートドライバ回路１２ｂは、ゲート信号線１７ｂにオフ電圧またはオフ電圧を順
次印加する。
【００３２】
　ゲートドライバ回路１２ｃは、この線順次走査に合わせて、駆動用トランジスタ１１ａ
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のドレイン端子ｄにアノード電圧Ｖｄｄ（もしくはカソード電圧Ｖｓｓ）を印加するトラ
ンジスタ１１ｅを制御する。すなわち、ゲートドライバ回路１２ｃは、ゲート信号線１７
ｃにオフ電圧またはオフ電圧を順次印加する。
【００３３】
　なお、ゲートドライバ回路１２ａ、１２ｂ、１２ｃは３つのドライバから構成されるも
のに限定されるものではなく、図２に示すように、１２ａ、１２ｃで１つのゲートドライ
バ回路１２に構成してもよい。
【００３４】
　また、各ゲートドライバ回路１２がゲート信号線１７に出力する電圧（オフ電圧または
オフ電圧）は異なる値とすることが好ましい。図２の実施形態では、ゲートドライバ回路
１２とゲートドライバ回路１２ｃのオン電圧（ＶＧＨ）は同一であるが、オフ電圧（ＶＧ
Ｌ）は、ゲートドライバ回路１２は、ＶＧＬ１とし、ゲートドライバ回路１２ｃは、ＶＧ
Ｌ２として異なっている。すなわち、ＶＧＬ１＜ＶＧＬ２となるようにしている。これは
、Ｖｒ＜Ｖｄｄなる関係があり、駆動用トランジスタ１１ａに十分にＶｒ電圧を印加でき
るように構成するためである。
【００３５】
　ゲートドライバ回路１２には、ゲート信号線１７ａを選択するスタートパルスＳＴ１、
ゲート信号線１７ｂを選択するスタートパルスＳＴ２、スタートパルスを順次シフトする
クロック信号（ＣＬＫ）が印加される。ＵＤは、ゲートドライバ回路１２内のスタートパ
ルスの上下シフトレジスタ方向を切り替える信号である。
【００３６】
　ゲートドライバ回路１２ｃには、ゲート信号線１７ｃを選択するスタートパルスＳＴ３
、スタートパルスを順次シフトするクロック信号（ＣＬＫ）が印加される。
【００３７】
　なお、必要に応じて、ゲートドライバ回路１２には、イネーブル制御端子を付加するこ
とが好ましい。ゲートドライバ回路１２内には、シフトレジスタ回路が形成されており、
スタートパルスをクロック信号（ＣＬＫ）に同期して順次シフトさせ、選択するゲート信
号線１７の位置を変化させる。
【００３８】
　駆動用トランジスタ１１ａにドレイン端子ｄに印加する、第１電位（キャンセル電圧）
とアノード電圧Ｖｄｄの切り替えは、スイッチ用トランジスタ１１ｃとスイッチ用トラン
ジスタ１１ｅで実現する。スイッチ用トランジスタ１１ｃとスイッチ用トランジスタ１１
ｅとは、排他的動作する。
【００３９】
　したがって、スイッチ用トランジスタ１１ｃがオンしているときは、スイッチ用トラン
ジスタ１１ｅはオフに制御され、スイッチ用トランジスタ１１ｃがオフしているときは、
スイッチ用トランジスタ１１ｅはオンに制御される。スイッチ用トランジスタ１１ｃは、
順次操作され、スイッチ用トランジスタ１１ｅは、ＥＬ素子１５に電流を供給する時を主
にオン状態とされる。
【００４０】
　また、スイッチ用トランジスタ１１ｅをオン／オフ制御することにより、図１１、図１
２で説明するｄｕｔｙ駆動を実現することができる。つまり、ＥＬ素子１５の点灯及び消
灯は、スイッチ用トランジスタ１１ｅをｄｕｔｙ駆動する。このｄｕｔｙ駆動は、非表示
領域を発生させて、ＥＬ素子１５に流れる電流を抑制するために行う。これについては、
後から詳しく説明するが、ここで簡単に説明すると、スイッチ用トランジスタ１１ｅ、ス
イッチ用トランジスタ１１ｄなどをオン／オフさせて、表示画面２２に帯状の非表示領域
を発生し、この非表示領域を画面２２の上下方向に、フレーム周期に同期して画像表示さ
せる。
【００４１】
（４）閾値電圧補正機能
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　ソース信号線１８に信号電圧を供給するソースドライバ回路１８は、スイッチ用トラン
ジスタ１１ｂが導通した後で、ソース信号線１８に基準電位Ｖ０を供給している間に、駆
動用トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄに印加する電圧を第１電位（キャンセル電圧）
と第２電位（アノード電圧Ｖｄｄ）との間で切換え、駆動用トランジスタ１１ａの閾値電
圧Ｖｔｈに相当する電圧をコンデンサ１９ａに保持しておく。
【００４２】
　係る閾値電圧補正機能により、ＥＬ表示装置は画素１６にばらつく駆動用トランジスタ
１１ａの閾値電圧の影響をキャンセルすることができる。
【００４３】
（５）移動度補正機能
　図１に示した画素１６は、上記した閾値電圧補正機能に加え、移動度補正機能を備えて
いる。
【００４４】
　ソースドライバ回路１８は、スイッチ用トランジスタ１１ｂが導通した後、第１のタイ
ミングでソース信号線１８を基準電位Ｖ０から信号電位に切り換える一方、スイッチ用ト
ランジスタ１１ｃ及び１１ｅを制御し、第１のタイミングの後、第２のタイミングでゲー
ト信号線１７ａに対するオン電圧を解除してスイッチ用トランジスタ１１ｂを非導通状態
とし、第１及び第２のタイミングの間の期間を適切に設定することで、コンデンサ１９ａ
に信号電位を保持する際、駆動用トランジスタ１１ａの移動度μに対する補正を信号電位
に加えている。
【００４５】
　この場合、ゲートドライバ回路は、ソースドライバ回路１８が供給する映像信号とゲー
トドライバ回路１２ｂ、１２ｃが供給する制御信号との相対的な位相差を調整して、第１
及び第２のタイミングの間の期間（移動度補正期間）を最適化することができる。
【００４６】
　また、ソースドライバ回路１８は、基準電位から信号電位に切り換える映像信号の立ち
上がりに傾斜をつけて、第１及び第２のタイミングの間の移動度補正期間を信号電位に自
動的に追従させることもできる。
【００４７】
（６）ブートストラップ機能
　図１に示した画素１６はさらにブートストラップ機能も備えている。
【００４８】
　ゲートドライバ回路１２ｂ及び１２ｃは、コンデンサ１９ａに信号電位が保持された段
階でゲート信号線１７ｂにオフ電圧を印加し、ゲート信号線１７ｃにオン電圧を印加する
ことにより、駆動用トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄの電位をＶｒからＶｄｄ電圧に
変化させる。また、スイッチ用トランジスタ１１ｂを非導通状態にして駆動用トランジス
タ１１ａのゲート端子ｇをソース信号線１８から電気的に切り離す。この動作により、駆
動用トランジスタ１１ａのソース電位Ｖｓの変動にゲート電位Ｖｇが連動しゲート端子ｇ
とソース端子ｓ間の電圧Ｖｇｓを一定に維持することができる。
【００４９】
（７）画素１６の動作のタイミングチャート
　図３は、図１に示した画素１６の動作説明に供するタイミングチャートである。時間軸
を共通にして、ゲート信号線１７ａ、１７ｂ、１７ｃの電位変化、ソース信号線１８の電
位変化、ＥＬ素子１５の発光状態と模式的に示している。
【００５０】
　このタイミングチャートは、画素１６の動作の変化に合わせて期間をＢ～Ｇのように便
宜的に区切ってある。
【００５１】
　発光期間ＢではＥＬ素子１５が発光状態にある。この後、線順次走査の新しいフィール
ドに入って、最初の期間Ｃで、スイッチ用トランジスタ１１ｂがオンし、駆動用トランジ
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スタ１１ａのゲート電位Ｖｇが初期化される。
【００５２】
　次に、期間Ｄに進み、スイッチ用トランジスタ１１ｃがオンして駆動用トランジスタ１
１ａのドレイン端子ｄにキャンセル電圧Ｖｒが印加され、駆動用トランジスタ１１ａのソ
ース電位Ｖｓも初期化される。このように駆動用トランジスタ１１ａのゲート電位Ｖｇ及
びソース電位Ｖｓを初期化することで、閾値電圧補正動作の準備が完了する。Ｖｒ電圧は
、ＥＬ素子１５がオンせず（電流が流れない）、駆動用トランジスタ１１ａがオフとなる
電圧である。
【００５３】
　次に、閾値補正期間Ｅで実際に閾値電圧補正動作が行われ、駆動用トランジスタ１１ａ
のゲート端子ｇとドレイン端子ｄとの間に閾値電圧Ｖｔｈに相当する電圧が保持される。
実際には、Ｖｔｈに相当する電圧が、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子ｇとドレイ
ン端子ｄとの間に接続されたコンデンサ１９ａに書き込まれることになる。
【００５４】
　次に、サンプリング期間／移動度補正期間Ｆに進み、映像信号の信号電位ＶｉｎがＶｔ
ｈに足し込まれる形でコンデンサ１９ａに書き込まれると共に、移動度補正用の電圧ΔＶ
がコンデンサ１９ａに保持された電圧から差し引かれる。
【００５５】
　次に、発光期間Ｇに進み、信号電圧Ｖｉｎに応じた輝度でＥＬ素子１５が発光する。そ
のときに信号電圧Ｖｉｎは閾値電圧Ｖｔｈに相当する電圧と移動度補正用の電圧ΔＶとに
よって調整されているため、ＥＬ素子１５の発光輝度は駆動用トランジスタ１１ａの閾値
電圧Ｖｔｈや移動度μのばらつきの影響を受けることがない。
【００５６】
　なお、発光期間Ｇの最初でブートストラップ動作が行われ、駆動用トランジスタ１１ａ
のゲート－ソース間電圧Ｖｇｓ＝Ｖｉｎ＋Ｖｔｈ－ΔＶを一定に維持したまま、駆動用ト
ランジスタ１１ａのゲート電位Ｖｇ及びソース電位Ｖｓが上昇する。
【００５７】
（８）画素１６の動作
　図４～図９を参照して、図１に示した画素１６の動作を詳細に説明する。なお、図４～
図９の図番は、図３に示したタイミングチャートの各期間Ｂ～Ｇにそれぞれ対応している
。また、理解を容易にするため、図４～図９は、説明の都合上、ＥＬ素子１５の容量成分
をコンデンサ１９ｂとして図示してある。
【００５８】
（８－１）発光期間Ｂ
　図４に示すように、発光期間Ｂでは、スイッチ用トランジスタ１１ｅがオンし、スイッ
チ用トランジスタ１１ｃがオフに制御されることにより、駆動用トランジスタ１１ａのド
レイン端子ｄの電位がアノード電圧Ｖｄｄにあり、駆動用トランジスタ１１ａが駆動電流
ＩｄｓをＥＬ素子１５に供給している。
【００５９】
　図示する様に、駆動電流Ｉｄｓはアノード電圧Ｖｄｄから駆動用トランジスタ１１ａを
介してＥＬ素子１５を通り、共通接地電極またはカソード電極（電圧）Ｖｓｓに流れ込ん
でいる。
【００６０】
（８－２）期間Ｃ
　次に、期間Ｃに入ると、図５に示すように、ゲート信号線１７ａの電位がアノード電圧
Ｖｄｄ側（オン電圧が印加される）に変化することでスイッチ用トランジスタ１１ｂがオ
ン状態となり、駆動用トランジスタ１１ａのゲート電位Ｖｇはソース信号線１８の基準電
位Ｖ０に初期化（リセット）される。
【００６１】
（８－３）期間Ｄ
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　次に、期間Ｄに進むと、図６に示すように、駆動用トランジスタ１１ａのドレイン端子
ｄの電位がアノード電圧Ｖｄｄからソース信号線１８の基準電位Ｖ０より十分低いキャン
セル電圧Ｖｒに変化する。
【００６２】
　これにより駆動用トランジスタ１１ａのソース電位Ｖｓがソース信号線１８の基準電位
Ｖ０より十分低いキャンセル電圧Ｖｒに初期化（リセットまたはキャンセル）される。
【００６３】
　具体的には、駆動用トランジスタ１１ａのゲート－ソース間電圧Ｖｇｓ（ゲート電位Ｖ
ｇとソース電位Ｖｓの差）が駆動用トランジスタ１１ａの閾値電圧Ｖｔｈより大きくなる
ように、駆動用トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄに低キャンセル電圧ＶｒＶｒを設定
する。
【００６４】
（８－４）閾値補正期間Ｅ
　次に、閾値補正期間Ｅに進むと、図７に示すように、駆動用トランジスタ１１ａのドレ
イン端子ｄの電位が低キャンセル電圧Ｖｒからアノード電圧Ｖｄｄに変化し、駆動用トラ
ンジスタ１１ａのソース電位Ｖｓが上昇を開始する。
【００６５】
　やがて、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子－ソース端子間電圧Ｖｇｓが閾値電圧
Ｖｔｈとなったところで電流がカットオフする。このようにして駆動用トランジスタ１１
ａの閾値電圧Ｖｔｈに相当する電圧がコンデンサ１９ａに書き込まれる。これが閾値電圧
補正動作である。このとき電流が専らコンデンサ１９ａ側に流れ、ＥＬ素子１５側には流
れないようにするため、ＥＬ素子１５がカットオフとなるように共通接地電極またはカソ
ード電極（電圧）Ｖｓｓの電位を設定しておく。
【００６６】
（８－５）サンプリング期間／移動度補正期間Ｆ
　次に、サンプリング期間／移動度補正期間Ｆに進むと、図８に示すように、第１のタイ
ミングでソース信号線１８の電位が基準電位Ｖ０から信号電位Ｖｉｎに変化し、駆動用ト
ランジスタ１１ａのゲート電位ＶｇはＶｉｎとなる。
【００６７】
　このときＥＬ素子１５は始めカットオフ状態（ハイインピーダンス状態）にあるため駆
動用トランジスタ１１ａのドレイン電流ＩｄｓはＥＬ素子１５のコンデンサ１９（寄生容
量）１９ｂに流れ込む。
【００６８】
　これによりＥＬ素子１５のコンデンサ１９（寄生容量）１９ｂは充電を開始する。よっ
て駆動用トランジスタ１１ａのソース電位Ｖｓは上昇を開始し、第２のタイミングで駆動
用トランジスタ１１ａのゲート－ソース間電圧ＶｇｓはＶｉｎ＋Ｖｔｈ－ΔＶとなる。こ
のようにして信号電位Ｖｉｎのサンプリングと補正量ΔＶの調整が行われる。Ｖｉｎが高
いほどＩｄｓは大きくなり、ΔＶの絶対値も大きくなる。したがって発光輝度レベルに応
じた移動度補正が行える。またＶｉｎを一定とした場合、駆動用トランジスタ１１ａの移
動度μが大きいほどΔＶの絶対値も大きくなる。換言すると移動度μが大きいほど負帰還
量ΔＶが大きくなるので、画素１６毎の移動度μのばらつきを取り除くことが可能である
。
【００６９】
（８－６）発光期間Ｇ
　最後に、発光期間Ｇになると、図９に示すように、ゲート信号線１７が低電位側に変化
し、スイッチ用トランジスタ１１ｂはオフ状態となる。これにより駆動用トランジスタ１
１ａのゲート端子ｇはソース信号線１８から切り離される。同時にドレイン電流Ｉｄｓが
ＥＬ素子１５を流れ始める。これによりＥＬ素子１５のアノード電位は駆動電流Ｉｄｓに
応じて上昇する。
【００７０】
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　ＥＬ素子１５のアノード電位の上昇は、すなわち駆動用トランジスタ１１ａのソース電
位Ｖｓの上昇に他ならない。駆動用トランジスタ１１ａのソース電位Ｖｓが上昇すると、
コンデンサ１９ａのブートストラップ動作により、駆動用トランジスタ１１ａのゲート電
位Ｖｇも連動して上昇する。ゲート電位Ｖｇの上昇量はソース電位Ｖｓの上昇量に等しく
なる。故に、発光期間中駆動用トランジスタ１１ａのゲート－ソース間電圧ＶｇｓはＶｉ
ｎ＋Ｖｔｈ－ΔＶで一定に保持される。
【００７１】
（９）変更例
　図１０は、図１の変更例である。
【００７２】
　ＥＬ素子１５のアノード端子と駆動用トランジスタ１１ａのドレイン端子ｄ間に、第４
のスイッチ用トランジスタ１１ｄを形成している。スイッチ用トランジスタ１１ｄは、ゲ
ート信号線１７ｄに接続され、また、ゲート信号線１７ｄは、ゲートドライバ回路１２ｄ
からオン／オフ電圧が印加される。
【００７３】
（１０）ｄｕｔｙ駆動
　図１、図１０の本実施形態において、トランジスタ１１ｅ、トランジスタ１１ｄの少な
くとも一方をオン／オフ制御することにより、図１１（ｂ）に図示するようなｄｕｔｙ駆
動を実現できる。以下、ｄｕｔｙ駆動について説明する。なお、上記したように、このｄ
ｕｔｙ駆動は、非表示領域を発生させて、ＥＬ素子１５に流れる電流を抑制するために行
う。
【００７４】
　図１７はｄｕｔｙ駆動時のゲート信号線１７などに印加する電圧を模式的に図示してい
る。図１７は、図３に加えて、ゲート信号線１７ｄの電圧波形を追加している。ゲート信
号線１７ｄにオフ電圧を印加することにより、ＥＬ素子１５に供給する電流が停止し、Ｅ
Ｌ素子１５が消灯する。したがって、Ｈ期間では、ＥＬ素子１５は消灯状態である。
【００７５】
　図１１において、符号１１１はプログラム画素行１１１（映像信号を書き込んでいる画
素行）である。符号１１３は、非表示領域（トランジスタ１１ｅとトランジスタ１１ｄの
うち、少なくとも一方をオフさせることにより、非表示（ＥＬ素子１５に電流が流れてい
ない、または流れても小さい状態）とした画素行または画素行の群）である。符号１１２
は表示領域（トランジスタ１１ｅとトランジスタ１１ｄの両方をオンさせ、ＥＬ素子１５
に電流が供給されている画素行または画素行の群である。非表示領域１１３及び表示領域
１１２はフレーム周期または水平同期信号に同期して、表示画面２２の上下方向に走査さ
れる。
【００７６】
　図１２（ａ）の表示では、１つの表示領域１１２が画面の上から下方向に移動する。フ
レームレートが低いと、表示領域１１２が移動するのが視覚的に認識される。特に、まぶ
たを閉じた時、または顔を上下に移動させた時などに認識されやすくなる。
【００７７】
　この課題を解決するために、図１１（ｂ）（ｃ）に示すように、表示領域１１２を複数
に分割する。分割された表示領域１１２は等しく（等分に）する必要はない。例えば、表
示領域を４つの領域に分割し、分割された表示領域１１２ａが面積１で、分割された表示
領域１１２ｂが面積２で、分割された表示領域１１２ｃが面積１で、分割された表示領域
１１２ｄが面積４でもよい。
【００７８】
　数フレーム（フィールド）での表示領域１１２の面積が平均して目標の大きさになるよ
うに制御してもよい。例えば、表示画面２２に占める表示領域１１２の面積を１／１０に
するとした時、１フレーム（フィールド）目は表示領域１１２の面積を１／１０とし、２
フレーム（フィールド）目は表示領域１１２の面積を１／２０とし、３フレーム（フィー
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ルド）目は表示領域１１２の面積を１／２０とし、４フレーム（フィールド）目は表示領
域１１２の面積を１／５とし、以上の４フレーム（フィールド）で所定の表示面積（表示
輝度）の１／１０を得る駆動方法が例示される。
【００７９】
　また、Ｒ、Ｇ、Ｂのそれぞれが、数フレーム（フィールド）でＬの期間の平均が等しく
なるように駆動してもよい。しかし、前記数フレーム（フィールド）は４フレーム（フィ
ールド）以下にすることが好ましい。表示画像によってはフリッカが発生する場合がある
からである。
【００８０】
　なお、本実施形態での１フレームまたは１フィールドとは、画素１６の画像書き換え周
期または表示画面２２が上から下まで（下から上まで）走査される周期と同義あるは類似
の意味と考えてもよい。
【００８１】
　また、Ｒ、Ｇ、Ｂで、数フレーム（フィールド）でＬの期間の平均を異ならせ、適度な
ホワイトバランスがとれるように駆動してもよい。この駆動方法は、ＲＧＢの発光効率が
異なるときに特に有効である。また、ＲＧＢで分割数Ｋ（Ｋは表示領域１１２を複数に分
割する数）を異ならせても良い。特にＧでは視覚的にめだつため、Ｇでは分割数をＲＢに
対して多くすることが有効である。
【００８２】
　なお、以上の実施形態では理解を容易にするために表示領域１１２の面積を分割すると
して説明している。しかし、面積を分割するとは、期間（時間）を分割することである。
したがって、図１ではトランジスタ１１ｄのオン期間を分割することになるから、面積を
分割することは、期間（時間）を分割することと同義または類似である。
【００８３】
　以上のように、表示領域１１２を複数に分割することにより画面のちらつきは減少する
。したがって、フリッカの発生はなく、良好な画像表示を実現できる。なお、分割はもっ
と細かくしてもよい。しかし、分割するほど動画表示性能は低下する。また、画像表示の
フレームレートを低減することができ、低消費電力化を実現できる。例えば、非点灯領域
１１３を一括にした場合は、フレームレート４５Ｈｚ以下になるとフリッカが発生する。
しかし、非点灯領域１１３を６分割以上とした場合は、２０Ｈｚ以下までフリッカが発生
しない。
【００８４】
　図１２（ａ）は図１２のように表示領域１１２が連続している場合の明るさ調整方式で
ある。図１２（ａ１）の表示画面２２の表示輝度が最も明るい。図１２（ａ２）の表示画
面２２の表示輝度が次に明るく、図１２（ａ３）の表示画面２２の表示輝度が最も暗い。
図１２（ａ１）から図１２（ａ３）への変化（またはその逆）は、先にも記載したように
ゲートドライバ回路１２のシフトレジスタ回路６１などの制御により、容易に実現できる
。
【００８５】
　この際、図１のＶｄｄ電圧（アノード電圧など）は変化させる必要がない。また、ソー
スドライバ回路１４が出力するプログラム電流またはプログラム電圧の大きさも変化させ
る必要がない。つまり、電源電圧を変化させず、また、映像信号を変化させずに表示画面
２２の輝度変化を実施できる。
【００８６】
　また、図１２（ａ１）から図１２（ａ３）への変化の際、画面のガンマ特性は全く変化
しない。したがって、表示画面２２の輝度によらず、表示画像のコントラスト、階調特性
が維持される。これは本実施形態の効果のある特徴である。
【００８７】
　従来の画面の輝度調整では、表示画面２２の輝度が低い時は、階調性能が低下する。つ
まり、高輝度表示の時は６４階調表示を実現できても、低輝度表示の時は、半分以下の階
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調数しか表示できない。これに比較して、本実施形態の駆動方法では、画面の表示輝度に
依存せず、最高の６４階調表示を実現できる。
【００８８】
　図１２（ｂ）は、図１１で説明したように表示領域１１２が分散している場合の明るさ
調整方式である。図１２（ｂ１）の表示画面２２の表示輝度が最も明るい。図１２（ｂ２
）の表示画面２２の表示輝度が次に明るく、図１２（ｂ３）の表示画面２２の表示輝度が
最も暗い。図１２（ｂ１）から図１２（ｂ３）への変化（またはその逆）は、先にも記載
したようにゲートドライバ回路１２のシフトレジスタ回路６１などの制御により、容易に
実現できる。図１２（ｂ）のように表示領域１１２を分散させれば、低フレームレートで
もフリッカが発生しない。
【００８９】
　さらに、低フレームレートでも、フリッカが発生しないようにするには、図１２（ｃ）
のように表示領域１１２を細かく分散させればよい。しかし、動画の表示性能は低下する
。したがって、動画を表示するには、図１２（ａ）の駆動方法が適している。静止画を表
示し、低消費電力化を要望する時は、図１２（ｃ）の駆動方法が適している。図１２（ａ
）から図１２（ｃ）の駆動方法の切り替えも、シフトレジスタの制御により容易に実現で
きる。
【００９０】
　図１２は非表示領域１１３が等間隔で構成されているが、これに限定するものではない
。表示画面２２の１／２の面積が連続して表示領域１１２をし、残りの面積が図１２（ｃ
１）のように等間隔に表示領域１１２と非表示領域１１３が繰り返すように駆動してもよ
い。
【００９１】
（１１）点灯率制御とｄｕｔｙ比制御
　本明細書において、点灯率に応じてｄｕｔｙ比制御などを変化させるとして説明する。
しかし、点灯率とは、一定の意味ではない。例えば、低点灯率とは、画面２２に流れる電
流が小さいことを意味しているが、画像を構成する低階調表示の画素が多いことも意味す
る。つまり、画面２２を構成する映像は、暗い画素（低階調の画素）が多い。
【００９２】
　したがって、低点灯率とは、画面を構成する映像データのヒストグラム処理をした時、
低階調の映像データが多い状態と言い換えることができる。高点灯率とは、画面２２に流
れる電流が大きいことを意味しているが、画像を構成する高階調表示の画素が多いことも
意味する。つまり、画面２２を構成する映像は、明るい画素（高階調の画素）が多い。高
点灯率とは、画面を構成する映像データのヒストグラム処理をした時、高階調の映像デー
タが多い状態と言い換えることができる。つまり、点灯率に対応して制御するとは、画素
の階調分布状態またはヒストグラム分布に対応して制御することと同義または類似の状態
を意味することがある。
【００９３】
　以上のことから、点灯率に基づいて制御するとは、場合に応じて画像の階調分布状態（
低点灯率＝低階調画素が多い。高点灯率＝高階調画素が多い。）に基づいて制御すると言
い換えることができる。例えば、低点灯率になるにしたがって基準電流比を増加させ、高
点灯率になるにしたがってｄｕｔｙ比を小さくするとは、低階調の画素数が多くなるにし
たがって、基準電流比を増加させ、高階調の画素数が多くなるにしたがってｄｕｔｙ比を
小さくすると言い換えることができる。または、低点灯率になるにしたがって基準電流比
を増加させ、高点灯率になるにしたがってｄｕｔｙ比を小さくするとは、低階調の画素数
が多くなるにしたがって基準電流比を増加させ、高階調の画素数が多くなるにしたがって
ｄｕｔｙ比を小さくするのと同一または類似の意味または動作もしくは制御である。
【００９４】
　また、例えば、所定の低点灯率以下で基準電流比をＮ倍し、かつ選択信号線数をＮ本に
するとは、低階調の画素数が一定以上の時に、基準電流比をＮ倍し、かつ選択信号線数を
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Ｎ本にすることと同一または類似の意味または動作もしくは制御である。または使用階調
数を点灯率または消費電流と連動させる。
【００９５】
　また、例えば、通常は、ｄｕｔｙ比１／１で駆動し、所定の高点灯率以上で段階的にま
たはスムーズにｄｕｔｙ比を低下させるとは、低階調または高階調の画素数が一定の範囲
以内の時に、ｄｕｔｙ比１／１で駆動し、高階調の画素数が一定の以上数となった時に、
段階的にまたはスムーズにｄｕｔｙ比を低下させることと同一または類似の意味または動
作もしくは制御である。
【００９６】
　一例として、ｄｕｔｙ比制御は、点灯率が１／１０以上１／１の範囲で実施する。ｄｕ
ｔｙ比１／１で、白ラスター表示であれば、点灯率１００％である（最大の白ラスター表
示時）。黒ラスターであれば、点灯率０％である（完全黒ラスター表示時）。
【００９７】
　点灯率とは、パネルのアノードまたはカソードに流れる最大電流に対する割合でもある
（但し、ｄｕｔｙ比は１／１とする）。例えば、カソードに流れる最大電流を１００ｍＡ
とすれば、ｄｕｔｙ比１／１において、３０ｍＡの電流が流れていれば点灯率は３０／１
００＝３０％（０．３）である。図１などの画素構成の場合は、アノードにはプログラム
電流が加算されているので、点灯率の計算には考慮する必要がある。カソードはＥＬ素子
で消費される電流のみである。したがって、ＥＬ表示パネルの全ＥＬ素子１５で消費され
る電流は、カソード端子を流れる電流を測定する方が好ましい。
【００９８】
　また、カソードに流れる最大電流を１００ｍＡとし、この時、映像データの総和の最大
値とすれば、点灯率とはＳＵＭ制御もしくはＡＰＬ制御とは同義である。点灯率５０％と
表現すれば、カソード（アノード）に流れる電流が最大の５０％と意味し、点灯率２０％
と表現すれば、カソードに流れる電流が最大の２０％と意味するというように大きさが理
解しやすいので今後は主として点灯率の用語を用いる。但し、カソード（アノード）端子
に流れる電流の最大値は、設計上、端子に流れる最大電流であり、相対的な大きさである
。例えば、設計値が小さければ最大値は小さい。
【００９９】
　点灯率は、パネルのアノードまたはカソードに流れる最大電流に対する割合であるとし
たが、パネルの全ＥＬ素子に流れる最大電流の割合とも言い換えることができる。
【０１００】
　本明細書では、点灯率と断り無く記載する時は、ｄｕｔｙ比１／１としている。もし、
ｄｕｔｙ比１／３で、２０ｍＡの電流が流れていれば、点灯率は（２０ｍＡ×３）／１０
０ｍＡ＝６０％（０．６）である。つまり、点灯率が１００％でも、ｄｕｔｙ比が１／２
であれば、アノード（カソード）端子に流れる電流は最大値の１／２である。点灯率５０
％、アノード電流が２０ｍＡ、ｄｕｔｙ比１／１であれば、ｄｕｔｙ比１／２になれば、
アノード電流は１０ｍＡとなる。アノード電流が１００ｍＡ、点灯率４０％、ｄｕｔｙ比
１／１であれば、アノード電流が２００ｍＡに変化したとすると、点灯率は８０％に変化
したことを意味する。以上のように、点灯率は、１画面を構成する映像データの大きさに
対する割合、ＥＬ表示パネルの消費電流（電力）またはその割合を示している。
【０１０１】
　以上の事項は、図１の画素構成のＥＬ表示パネルまたはＥＬ表示装置だけではなく、他
の画素構成のＥＬ表示パネルまたはＥＬ表示装置にも適用できる。
【０１０２】
　一例として点灯率（点灯率）は、映像データの和から求める。つまり、映像データから
算出する。入力映像信号がＹ、Ｕ、Ｖの場合は、Ｙ（輝度）信号から求めても良い。しか
し、ＥＬ表示パネルの場合は、Ｒ、Ｇ、Ｂで発光効率が異なるため、Ｙ信号から求めた値
が消費電力にならない。したがって、Ｙ、Ｕ、Ｖ信号の場合も、一度Ｒ、Ｇ、Ｂ信号に変
換し、Ｒ、Ｇ、Ｂに応じて電流に換算する係数をかけて、消費電流（消費電力）を求める
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ことが好ましい。しかし、簡易的にＹ信号から消費電流を求めることは回路処理が容易に
なることも考慮してもよい（図３１、図３２などを参照のこと）。
【０１０３】
　点灯率は、パネルに流れる電流で換算されているものであるとする。なぜなら、ＥＬ表
示パネルではＢの発光効率が悪いため、海の表示などが表示されると、消費電力が一気に
増加するからである。したがって、最大値は、電源容量の最大値である。また、データ和
とは単純な映像データの加算値ではなく、映像データを消費電流に換算したものとしてい
る。したがって、点灯率も最大電流に対する各画像の使用電流から求められたものである
。
【０１０４】
　点灯率にあわせてＥＬ表示装置で表示する階調数を変化させることが好ましい。例えば
、点灯率が５０％以上では、フル階調の１／２の範囲（１０２４階調の場合は、５１２階
調）で、画像を表示し、５０％以下では、フル階調の範囲で画像を表示する。
【０１０５】
　なお、点灯率とは、ｄｕｔｙ駆動などピーク電流を抑制しないノーマルの駆動方式にお
いて、最大階調での白ラスター表示を１００％とした割合である。したがって、黒ラスタ
ー表示では点灯率は０％である。
【０１０６】
（１２）演算回路構成
　この課題に対して、図３２に図示する演算回路を使用する。図３２において、３２１、
３２２乗算器である。３２１は発光輝度を重み付けする乗算器である。Ｒ、Ｇ、Ｂでは視
感度が異なる。ＮＴＳＣでの視感度は、Ｒ：Ｇ：Ｂ＝３：６：１である。したがって、Ｒ
の乗算器３２１Ｒでは、Ｒ画像データ（Ｒｄａｔａ）に対して３倍の乗算を行う。また、
Ｇの乗算器３２１Ｇでは、Ｇ画像データ（Ｇｄａｔａ）に対して６倍の乗算を行う。また
、Ｂの乗算器３２１Ｂでは、Ｂ画像データ（Ｂｄａｔａ）に対して１倍の乗算を行う。
【０１０７】
　ＥＬ素子１５はＲＧＢで発光効率が異なる。通常、Ｂの発光効率が最も悪い。次にＧが
悪い。Ｒが最も発光効率が良好である。そこで、乗算器３２２で発光効率の重み付けを行
う。Ｒの乗算器３２２Ｒでは、Ｒ画像データ（Ｒｄａｔａ）に対してＲの発光効率の乗算
を行う。また、Ｇの乗算器３２２Ｇでは、Ｇ画像データ（Ｇｄａｔａ）に対してＧの発光
効率の乗算を行う。また、Ｂの乗算器３２２Ｂでは、Ｂ画像データ（Ｂｄａｔａ）に対し
てＢの発光効率の乗算を行う。
【０１０８】
　乗算器３２１及び３２２の結果は、加算器３２３で加算され、総和回路３２４に蓄積さ
れる。この総和回路８７の結果にもとづき、ｄｕｔｙ比制御、点灯率制御などを実施する
。図３２のように制御すると、輝度信号（Ｙ信号）に対するｄｕｔｙ比制御、基準電流制
御を実施することができる。しかし、輝度信号（Ｙ信号）を求めて、ｄｕｔｙ制御などを
行うと課題が発生する場合がある。例えば、ブルーバック表示である。ブルーバック表示
ではＥＬパネルで消費する電流は比較的大きい。しかし、表示輝度は低い。ブルー（Ｂ）
の視感度が低いためである。そのため、輝度信号（Ｙ信号）の総和（ＡＰＬレベル）は小
さく算出されるため、ｄｕｔｙ制御が高ｄｕｔｙになる。したがって、フリッカの発生な
どが生じる。
【０１０９】
　この課題に対しては、乗算器３２１をスルーにして用いるとよい。消費電流に対する総
和（ＡＰＬレベル）が求められるからである。輝度信号（Ｙ信号）による総和（ＡＰＬレ
ベル）と消費電流による総和（ＡＰＬレベル）は、両方を求めて加味して総合ＡＰＬレベ
ルを求めることが望ましい。総合ＡＰＬレベルによりｄｕｔｙ比制御、基準電流制御を実
施する。
【０１１０】
（１３）駆動回路ブロック
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　図３１は本実施形態の駆動回路のブロック図である。以下、本実施形態の駆動回路につ
いて説明をする。図３１では、外部からＹ／ＵＶ映像信号と、コンポジット（ＣＯＭＰ）
映像信号が入力できるように構成されている。どちらに映像信号を入力するかは、スイッ
チ回路３１１により選択される。
【０１１１】
　スイッチ回路３１１で選択された映像信号は、デコーダ及びＡ／Ｄ回路によりデコード
及びＡＤ変換され、デジタルのＲＧＢ画像データに変換される。ＲＧＢ画像データは各８
ビットである。また、ＲＧＢ画像データはガンマ回路３１４でガンマ処理される。同時に
輝度（Ｙ）信号が求められる。ガンマ処理により、ＲＧＢ画像データは各１０ビットの画
像データに変換される。
【０１１２】
　ガンマ処理後、画像データはＦＲＣ処理または誤差拡散処理が処理回路３１５で行われ
る。ＦＲＣ処理または誤差拡散処理によりＲＧＢ画像データは６ビットに変換される。こ
の画像データはＡＩ処理回路３１６でＡＩ処理またはピーク電流処理が実施される。また
、動画検出回路３１７で動画検出が行われる。同時に、カラーマネージメント回路３１８
でカラーマネージメント処理が行われる。
【０１１３】
　ＡＩ処理回路３１６、動画検出回路３１７、カラーマネージメント回路３１８の処理結
果は演算回路３１９に送られ、演算処理回路３１９で制御演算、ｄｕｔｙ比制御、基準電
流制御データに変換され、変換された結果が、ソースドライバ回路１４及びゲートドライ
バ回路１２に制御データとして送出される。
【０１１４】
　ｄｕｔｙ比制御データはゲートドライバ回路１２ｂに送られ、ｄｕｔｙ比制御が実施さ
れる。使用階調制御データはソースドライバＩＣ１４に送られ、使用階調数制御が実施さ
れる。一方、基準電流制御データはソースドライバ回路１４に送られ、基準電流制御が実
施される。ガンマ補正され、ＦＲＣまたは誤差拡散処理された画像データもソースドライ
バ回路１４に送られる。
【０１１５】
　ＥＬ表示パネルは、黒表示は、ＥＬ素子１５に流れる電流が０の状態である。したがっ
て、本実施形態のｄｕｔｙ比駆動のように画面２２に非表示領域１２３を発生させても、
黒表示の輝度は０である。非表示領域１２３の面積を大きくすると白表示輝度は低下する
。しかし、黒表示の輝度が０であるから、コントラストは無限大である。したがって、ｄ
ｕｔｙ比駆動は、ＥＬ表示パネルに最適な駆動方法である。以上のことは、基準電流制御
においても同様である。基準電流の大きさを変化させても、黒表示の輝度は０である。基
準電流を大きくすると白表示輝度は増加する。したがって、基準電流制御においても良好
な画像表示を実現できる。
【０１１６】
　ｄｕｔｙ比制御は、全階調範囲で階調数が保持され、また、全階調範囲でホワイトバラ
ンスが維持される。また、ｄｕｔｙ比制御により画面２２の輝度変化は１０倍近く変化さ
せることができる。また、変化はｄｕｔｙ比に線形の関係になるから制御も容易である。
しかし、ｄｕｔｙ比制御は、Ｎ倍パルス駆動であるから、ＥＬ素子１５に流れる電流の大
きさが大きく、また、画面２２の輝度にかかわらず、常時ＥＬ素子に流れる電流の大きさ
が大きくなり、ＥＬ素子１５が劣化しやすいという課題がある。
【０１１７】
　基準電流制御は、画面輝度３１を高くするときに、基準電流量を大きくするものである
。したがって、画面２２が高いときにしか、ＥＬ素子１５に流れる電流は大きくならない
。そのため、ＥＬ素子１５が劣化しにくい。課題は、基準電流を変化させた時のホワイト
バランス維持が困難である傾向が強い。
【０１１８】
　本実施形態では、基準電流制御とｄｕｔｙ比制御の両方を用いる。画面２２が白ラスタ
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ー表示に近い時には、基準電流は一定値に固定し、ｄｕｔｙ比のみを制御して表示輝度な
どを変化させる。画面２２に黒ラスター表示に近い時は、ｄｕｔｙ比は一定値に固定し、
基準電流のみを制御させて表示輝度などを変化させる。
【０１１９】
　ｄｕｔｙ比制御は、データ和／最大値が１／１０以上１／１の範囲で実施する。さらに
好ましくは、データ和／最大値が１／１００以上１／１の範囲で実施する。また、基準電
流の倍率変化（単位トランジスタ８１２の出力電流変化）は、データ和／最大値が１／１
０以上１／１０００の範囲で実施する。さらに好ましくはデータ和／最大値が１／１００
以上１／２０００の範囲で実施する。基準電流制御とｄｕｔｙ比制御はオーバーラップし
ないようにすることが好ましい。
【０１２０】
　ここでは説明を容易にするため、ｄｕｔｙ比の最大はｄｕｔｙ比１／１とし、最小はｄ
ｕｔｙ比１／８とする。基準電流は、１倍から３倍に変化させるとする。また、データ和
は画面２２のデータの総和を意味し、（データ和の）最大値は、最大輝度での白ラスター
表示での画像データの総和であるとする。なお、ｄｕｔｙ比１／１まで使用する必要がな
い。ｄｕｔｙ比１／１は最大値として記載している。本実施形態の駆動方法では、最大の
ｄｕｔｙ比を３８０／４００などと設定してもよい。なお、４００はＷＱＶＧＡの表示パ
ネルの画素行数を例示している。
【０１２１】
　なお、ｄｕｔｙ比の最大はｄｕｔｙ比１／１とし、最小はｄｕｔｙ比１／１６以内にす
ることが好ましい。さらに好ましくは、ｄｕｔｙ比１／１０以内にするとよい。フリッカ
の発生を抑制できるからである。基準電流の変化範囲は、４倍以内にすることが好ましい
。さらに好ましくは２．５倍以内にする。基準電流の倍数を大きくしすぎると、基準電流
発生回路の線形性がなくなり、ホワイトバランスずれが発生するからである。
【０１２２】
　データ和／（データ和の）最大値＝１／１００とは、一例として１／１００の白ウイン
ドウ表示である。自然画像では、画像表示する画素のデータ和が、白ラスター表示の１／
１００に換算できる状態を意味する。したがって、１００画素あたりに１点の白輝点表示
もデータ和／最大値が１／１００である。
【０１２３】
　以下の説明では最大値とは白ラスターの画像データの加算値としたが、これは説明を容
易にするためである。最大値は画像データの加算処理またはＡＰＬ処理などで発生する最
大値である。したがって、データ和／最大値とは、処理を行う画面の画像データの最大値
に対する割合である。
【０１２４】
　なお、データ和は消費電流で算定するか、輝度で算定するかはどちらでもよい。ここで
は説明を容易にするため、輝度（画像データ）の加算であるとして説明をする。一般的に
輝度（画像データ）の加算の方式が処理は容易であり、コントローラＩＣのハード規模も
小さくできる。また、ｄｕｔｙ比制御によるフリッカの発生もなく、ダイナミックレンジ
を広く取れることから好ましい。
【０１２５】
　クロック信号（ＣＬＫ）は、選択する画素行を順次移動させるための信号である。スタ
ートパルス信号（ＳＴ）は、選択する画素行を指定するための信号である。スタートパル
ス信号（ＳＴ）はクロック信号（ＣＬＫ）により、ゲートドライバ回路１２のシフトレジ
スタ回路内を移動する。アップダウン信号は、画面の上下反転切換信号である。シフトレ
ジスタ回路内のスタートパルス位置にしたがって、ゲート信号線１７が選択される（ゲー
ト信号線１７にオン電圧（ＶＧＬ）が印加される）。
【０１２６】
　一例としてカソード電圧Ｖｓｓは、－４．５Ｖ～－１．０Ｖであり、アノード電圧Ｖｄ
ｄは、３．５Ｖ～７．０Ｖである。Ｖｓｓ、Ｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬなどは電源回路から
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供給され、必要に応じて各電圧の値は変更設定される。
【０１２７】
（１３）モビリティの補正
　図８などでは、駆動用トランジスタ１１ａのモビリティバラツキを補正できることを説
明した。つまり、図８は、スイッチ用トランジスタ１１ａを、短期間、スイッチ用トラン
ジスタ１１ｅをオンした方法である。
【０１２８】
　短時間とは、０．０５μ秒以上５μ秒以下の時間である。前記短時間は、画素に印加す
る映像信号電圧Ｖｓｉｇに対応させて変化させることが好ましい。また、点灯率に対応さ
せて変化させることが好ましい。この変化は、線形、非線形に対応させることを含むほか
、ステップ状（例えば、点灯率５０％以上では、短時間とは０．１μ秒、点灯率５０％未
満では、２μ秒）に対応させてもよい。
【０１２９】
　図３５に図示するように、点灯率に相関させて、ｄｕｔｙ比を制御または変化させてこ
とが好ましい。ピーク電流を抑制し、消費電力を平均化することができるからである。点
灯率が高いときは、ｄｕｔｙ比を低下（小さく）する。したがって、ピーク電流を抑制で
きる。
【０１３０】
　１水平走査期間（１Ｈ）に対するオン時間比率（％）（以下、オン比率と呼ぶ）は、図
８の期間である。オン時間とは、スイッチ用トランジスタ１１ｂ、１１ｅのオン時間（ク
ローズ時間）を意味する。１Ｈが、２０μ秒とすれば、１０％とは、２μ秒となる。
【０１３１】
　オン比率が長いほど、駆動用トランジスタ１１ａのモビリティの補正効果が高くなる。
しかし、コンデンサ１９の電荷が放電され、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子電位
が高く（アノード電圧側）の変化し、ＥＬ素子１５に流れる電流が変化してしまう。
【０１３２】
　オフセットキャンセル駆動では、黒の階調（低階調）は、オフセットキャンセルされ、
駆動用トランジスタ１１ａの特性バラツキは目立ちにくい。しかし、白の階調（高階調）
では、オフセットキャンセル点から離れているため、駆動用トランジスタ１１ａの特性ば
らつきが目立ちやすい。この特性バラツキはモビリティによるものである。
【０１３３】
　点灯率が低い場合は、低階調表示の画素が多い。点灯率が高い場合は、高階調表示の画
素が多い。したがって、オン比率は、図３５の下図の点線で示すように実施することが好
ましい。つまり、低点灯率では、オン比率は０とし、高点灯率になるにしたがって、オン
比率を大きくする。
【０１３４】
　しかし、点灯率が低い時は、低階調表示の画素が多いというのは、統計的なものであり
、実際と異なることがある。また、点灯率が高い場合は、高調表示の画素が多いというの
も統計的なものである。実際には表示パターン、映像信号の種類により異なる。したがっ
て、表示パターン、入力される映像信号の種類（ＰＣ映像、ＡＶ映像など）などにより、
オン比率を可変できるように構成しておくことが好ましい。
【０１３５】
　図３５の下図の実線はその実施形態である。点灯率が２０％の時を、オン比率最大とし
、点灯率が高くとも低くともオン比率を低下させている。
【０１３６】
　なお、図３５の実施形態において、オン比率と点灯率の関係で説明したがこれに限定す
るものではない。オン比率は、比率ではなく、時間（例えば、２μ秒など）の指定として
もよい。また、点灯率は、各階調のヒストグラムに置き換えてもよい。または点灯率は消
費電力に置き換えても良い。また、表示画面２２に流れる電流に置き換えても良い。
【０１３７】
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（１４）突き抜けコンデンサの形成
　図１、図２５に図示するように、その他、ゲート信号線１７ａとトランジスタ１１ａの
ゲート（Ｇ）端子間に積極的にコンデンサＣｘを形成し、突き抜け電圧を増加させる構成
も有効である。このコンデンサＣｘの容量は正規のコンデンサ１９ａの容量の１／１０以
上１／２以下にすることが好ましい。さらには１／８以上１／３以下とすることが好まし
い。
【０１３８】
　突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘの容量（容量をＣｂ（ｐＦ）とする）は、電荷保
持用のコンデンサ１９ａの容量（容量とＣａ（ｐＦ）とする）と、トランジスタ１１ａの
白ピーク電流時（画像表示で表示最大輝度の白ラスター時）のゲート（Ｇ）端子電圧Ｖｗ
（Ｖ）を黒表示での電流を流す（基本的には電流は０である。つまり、画像表示で黒表示
としている時）時のゲート（Ｇ）端子電圧Ｖｂ（Ｖ）が関連する。これらの関係は、

　　Ｃａ／（２００Ｃｂ）≦｜Ｖｗ－Ｖｂ｜≦Ｃａ／（８Ｃｂ）

　の条件を満足させることが好ましい。なお、｜Ｖｗ－Ｖｂ｜とは、駆動用トランジスタ
の白表示時の端子電圧（Ｖ）と黒表示時の端子電圧（Ｖ）との差の絶対値である（つまり
、変化する電圧幅）。
【０１３９】
　さらに好ましくは、

　　Ｃａ／（１００Ｃｂ）≦｜Ｖｗ－Ｖｂ｜≦Ｃａ／（１０Ｃｂ）

　の条件を満足させることが好ましい。
【０１４０】
　トランジスタ１１ｂはＰチャンネルにし、このＰチャンネルは少なくともダブルゲート
以上にする。このましくは、トリプルゲート以上にする。さらに好ましくは、４ゲート以
上にする。そして、トランジスタ１１ｂのソース－ゲート（ＳＤもしくはゲート－ドレイ
ン（ＧＤ））容量（トランジスタがオンしているときの容量）の１倍以上１０倍以下のコ
ンデンサを並列に形成または配置することが好ましい。
【０１４１】
　なお、以上の事項は、図１、図２５の画素構成だけでなく、他の画素構成でも有効であ
る。スイッチ用トランジスタ１１ｂがオフするときに、駆動用トランジスタ１１ａに電流
が流れないようにシフトするように、コンデンサＣｘを配置する。なお、スイッチングト
ランジスタ１１ｂのＮチャンネルはダプルゲート以上とする。リーク対策のためである。
【０１４２】
　図１では、駆動用トランジスタ１１ａは、Ｎチャンネルトランジスタであり、映像信号
を画素に印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂもＮチャンネルトランジスタである。ス
イッチ用トランジスタ１１ｂを制御するゲート信号線１７ａは、画素１６の選択時は、高
い電圧（ＶＧＨ）が印加され、非選択となる場合は、低い電圧（ＶＧＬ）が印加される。
したがって、画素１６が選択状態から非選択状態になる時は、ゲート信号線１７ａに電気
的に接続されたコンデンサＣｘの一端子はＶＧＨ電圧からＶＧＬ電圧に変化する。コンデ
ンサＣｘはＶＧＨ電圧からＶＧＬ電圧への変化をつき抜け電圧として他のコンデンサＣｘ
端子（駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に接続されている）伝達する。したがって
、ＶＧＨからＶＧＬ電圧の変化に比例した電圧が、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端
子に印加され、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子電圧を低下させる。したがって、
駆動用トランジスタ１１ａは電流を流しにくい方向に動作する。この動作により、より黒
表示レベルが改善され、良好なコントラストを実現できる。
【０１４３】
　同様に図２５は、駆動用トランジスタ１１ａは、Ｐチャンネルトランジスタであり、映
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像信号を画素に印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂもＰチャンネルトランジスタであ
る。つまり、駆動用トランジスタ１１ａとスイッチ用トランジスタ１１ｂとは同極性のチ
ャンネルトランジスタで構成されている。スイッチ用トランジスタ１１ｂを制御するゲー
ト信号線１７ａは、画素１６の選択時は、低い電圧（ＶＧＬ）が印加され、非選択となる
場合は、高い電圧（ＶＧＨ）が印加される。
【０１４４】
　したがって、画素１６が選択状態から非選択状態になる時は、ゲート信号線１７ａに電
気的に接続されたコンデンサＣｘの一端子はＶＧＬ電圧からＶＧＨ電圧に変化する。コン
デンサＣｘはＶＧＬ電圧からＶＧＨ電圧への変化をつき抜け電圧として他のコンデンサＣ
ｘ端子（駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に接続されている）伝達する。そのため
、ＶＧＬからＶＧＨ電圧の変化に比例した電圧が、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端
子に印加され、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子電圧を高い電圧の方向にシフトさ
せる。したがって、駆動用トランジスタ１１ａは電流を流しにくい方向に動作する。この
動作により、より黒表示レベルが改善され、良好なコントラストを実現できる。
【０１４５】
　また、突き抜け電圧用のコンデンサＣｘは、画素が変調するＲ、Ｇ、Ｂで大きさ（容量
）を変化させることが好ましい。Ｒ、Ｇ、Ｂの各ＥＬ素子１５の駆動電流が異なるためで
ある。また、ＥＬ素子１５のカットオフ電圧が異なるためである。そのため、ＥＬ素子１
５の駆動用トランジスタ１１ａのゲート（Ｇ）端子にプログラムする電圧（電流）が異な
るからである。例えば、Ｒの画素のコンデンサＣｘＲを０．０２ｐＦとした場合、他の色
（Ｇ、Ｂの画素）のコンデンサＣｘＧ、ＣｘＢを０．０２５ｐＦとする。また、Ｒの画素
のコンデンサＣｘＲを０．０２ｐＦとした場合、Ｇの画素のコンデンサＣｘＧと０．０３
ｐＦとし、Ｂの画素のコンデンサＣｘＢを０．０２５ｐＦとするなどである。このように
、Ｒ、Ｇ、Ｂの画素ごとにコンデンサＣｘの容量を変化させることのよりオフセットの駆
動電流をＲＧＢごとに調整することができる。したがって、各ＲＧＢの黒表示レベルを最
適値にすることができる。
【０１４６】
　以上は、突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘの容量を変化させるとしたが、突き抜け
電圧は、保持用のコンデンサ１９ａと突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘとの容量の相
対的なものである。したがって、コンデンサＣｘをＲ、Ｇ、Ｂの画素で変化することに限
定するものではない。つまり、保持用コンデンサ１９ａの容量を変化させてもよい。例え
ば、Ｒの画素のコンデンサ１１ａＲを１．０ｐＦとした場合、Ｇの画素のコンデンサ１１
ａＧと１．２ｐＦとし、Ｂの画素のコンデンサ１１ａＢを０．９ｐＦとするなどである。
この時、突き抜け用コンデンサＣｘの容量は、Ｒ、Ｇ、Ｂで共通の値とする。したがって
、本実施形態は、保持用のコンデンサ１９ａと突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘとの
容量比を、Ｒ、Ｇ、Ｂの画素のうち、少なくとも１つを他と異ならせたものである。なお
、保持用のコンデンサ１９ａの容量と突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘとの容量との
両方をＲ、Ｇ、Ｂ画素で変化させてもよい。
【０１４７】
　また、画面２２の左右で突き抜け電圧用のコンデンサＣｘの容量を変化させてもよい。
ゲートドライバ１２に近い位置にある画素１６は信号供給側に配置されているので、ゲー
ト信号の立ち上がりが速い（スルーレートが高いからである）ため、突き抜け電圧が大き
くなる。ゲート信号線１７端に配置（形成）されている画素は、信号波形が鈍っている（
ゲート信号線１７には容量があるためである）。ゲート信号の立ち上がりが遅い（スルー
レートが遅い）ため、突き抜け電圧が小さくなるためである。したがって、ゲートドライ
バ１２との接続側に近い画素１６の突き抜け電圧用コンデンサＣｘを小さくする。また、
ゲート信号線１７端はコンデンサＣｘを大きくする。例えば、画面の左右でコンデンサの
容量は１０％程度変化させる。
【０１４８】
　同様に、画面２２の上下で突き抜け電圧用のコンデンサＣｘの容量を変化させてもよい
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。画面２２には、コンデンサＣａと映像信号の書込みタイミングの問題から、輝度傾斜が
発生するからである。コンデンサＣｘの値をまた、ソース信号線１８に沿って変化させる
。例えば、画面の上下でコンデンサＣｘの容量は１０％程度変化させる。
【０１４９】
　発生する突き抜け電圧は、保持用コンデンサ１９ａと突き抜け電圧発生用のコンデンサ
Ｃｘの容量比で決定される。したがって、画面の左右で突き抜け電圧発生用のコンデンサ
Ｃｘの大きさを変化させるとしたが、これに限定するものではない。突き抜け電圧発生用
のコンデンサＣｘは画面の左右で一定にし、電荷保持用のコンデンサ１９ａの容量を画面
の左右で変化させてもよい。また、突き抜け電圧発生用のコンデンサＣｘと、電荷保持用
のコンデンサ１９ａ容量の両方を画面の左右で変化させてもよい。以上の事項は、画面２
２の上下方向に関しても同様である。
【０１５０】
（１５）点灯率制御と使用階調数
　図３３に図示するように、使用階調数を点灯率に相関させて変化させてもよい。図３３
において、ソースドライバＩＣ１４はＲＧＢ１０ｂｉｔ（１０２４階調）である。使用す
る階調数を点灯率に対応させて変化させている。例えば、使用階調が１０２４とは、１階
調目から１０２４階調目まで使用して画像を表示できることを意味し、使用階調２５６と
は、１階調目から２５６階調目まで使用して画像を表示できることを意味する（２５７階
調目から１０２４階調目までは使用できない）。
【０１５１】
　使用階調数は、ＥＬ素子１５に流す電流に影響する。使用階調数が１０２４で、１０２
４階調を使用すると最大電流をＥＬ素子１５に流すことができる。使用階調が５２５階調
では、最大階調の５２５を指定しても、１０２４階調の１／２の輝度しかえられない（但
し、理解を容易にするため、ガンマカーブがリニアとしている）。
【０１５２】
　図３３の実線の実施形態では、点灯率２５％以下で、１０２４階調までの階調を使用し
て画像を表示することができる。点灯率１００％では、２５６階調までしか使用して画像
を表示できない。点灯率２５％以上１００％以下は１０２４階調から２５６階調までの範
囲で、かつ点灯率に比例して階調表示を実現できる。
【０１５３】
　点灯率に対応した使用階調数は、点灯率を求め、入力された映像信号を点灯率またはこ
れに類するデータで乗算して求める。
【０１５４】
　図３５において、変化点であるａ点は可変できるように構成しておくことが好ましい。
可変点は、ＥＥＰＲＯＭに格納できるように構成する。また、ｂ点についても同様である
。また、図３３のｄ点及びｅ点に関しても同様である。また、各直線及び曲線は、多数の
折れ点ポイントを設けてもよい。
【０１５５】
　以上の実施形態では、説明を容易にするため映像信号のガンマカーブは直線であるとし
て説明または図示した。しかし、実際にはガンマカーブは、２乗または２．２乗カーブま
たはこの近傍のカーブである。
【０１５６】
　例えば、１０２４階調目を１．０の明るさとし、ガンマが２乗特性カーブであれば、０
．７５の明るさは８８７階調目、０．５０の明るさは７２４階調目、０．２５の明るさは
５１２階調目である。ガンマが２．２乗特性カーブであれば、０．７５の明るさは８９８
階調目、０．５０の明るさは７４７階調目、０．２５の明るさは５４５階調目である。し
たがって、実際には、以上の明るさ（輝度、照度）を基準として制御する階調または設定
する階調を決定すべきである。
【０１５７】
　図３４は、例示としてガンマ２乗カーブで階調設定を行った実施形態である。図３４（
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ａ）において、縦軸は最大使用階調数である。最大使用階調数とは、ある点灯率において
表示する最大階調である。または使用できる最大階調番号である。最大階調番号は、点灯
率を係数として乗算することなどにより決定される。当然のことながら、最大階調番号を
図示している
　なお、説明を容易にするため、各図面では点灯率を用いているが、点灯率とは、表示画
面３１に流れる電流とみなすこともできる（アノード、カソード電圧が一定の場合）。ア
ノード、カソード電圧を変化させる場合は、この変化を加味することが好ましい。つまり
、点灯率は表示パネルの表示領域で使用する電力に相関する値である。したがって、電力
に基づいて最大使用階調を決定してもよい。なお、前記電力、電流などは表示パネルの表
示画面２２に使用するものだけでなく、周辺回路部で使用される電力、電流を含めて求め
ても良い。
【０１５８】
　図３４の実施形態は、パネルで最大表示できる輝度をピーク４００（ｎｔ）、白ラスタ
ー表示（点灯率１００％とする）で２００（ｎｔ）とした実施形態である。なお、ピーク
輝度（点灯率０％近傍で最大階調の画素が表示できる輝度）と最大電力時の輝度（一般的
には、点灯率１００％の白ラスター表示（最大階調）の画素が表示できる輝度）との差は
、６倍以下１．５倍以内にする。本明細書では、２倍として説明する。また、ピーク輝度
は、点灯率０％近傍の黒表示の画素の輝度であるとする。
【０１５９】
　輝度は最大使用階調数とｄｕｔｙ比で決定される。ｄｕｔｙ比は、図１１、図１２など
で説明したものである。また、映像信号は、ＲＧＢが各１０ｂｉｔ（１０２４階調：１階
調～１０２４階調）であるとしている。一例として図３４では、点灯率２５％以下では、
階調数制御で輝度Ｍａｘ４００ｎｔ（１０２４階調の映像信号が印加された画素が表示す
る輝度）であり、点灯率１００％では、２００ｎｔ（１０２４階調の映像信号が印加され
た画素が表示する輝度）である。図３４（ａ）の点灯率と最大使用階調数の関係カーブは
、曲線でもよいし、また、編曲点、折れ曲がり点は複数形成（設定）してもよい。
【０１６０】
　図３４（ａ）は、通常表示状態であり、ｄｕｔｙ比が１／１としている。つまり、図１
１、図１２の黒挿入表示を行っていない。この状態が、最大輝度を表示できる駆動状態で
ある。
【０１６１】
　図３４（ａ）から１／４の輝度に低下させるには、図３４（ａ）と技術的思想と同様に
、表示する階調数を削減する。図３４（ｂ）において、７２４階調は、輝度２００ｎｔを
表示する階調である（図３４（ａ）の右の目盛りを参照のこと）。３６２階調は、ガンマ
２乗カーブで１／４の５０ｎｔを表示できる階調である。同様に、５１２階調は、ガンマ
２乗カーブで１／２の１００ｎｔを表示できる階調であり、６２７階調は、ガンマ２乗カ
ーブで２００ｎｔの３／４の１５０ｎｔを表示できる階調である。但し、各階調番号は、
説明を容易にするために決定したものであり、本実施形態がこの値に限定されるものでは
ない。
【０１６２】
　図３４（ｂ）に図示するように、通常表示からその１／４輝度までの輝度可変は、表示
する階調数の変更により行う。図３４（ｂ）に図示するように図３４（ａ）の点灯率１０
０％から１／４の５０ｎｔに低下させる場合には、最大使用階調は３６２とする（つまり
、５０ｎｔを表示する場合に使用する階調は、１階調目から３６２階調目）。１／２の１
００ｎｔに低下させる場合には、最大使用階調は５１２とする（つまり、１００ｎｔを表
示する場合に使用する階調は、１階調目から５１２階調目）。１５０ｎｔに低下させる場
合には、最大使用階調は６２７とする（つまり、１５０ｎｔを表示する場合に使用する階
調は、１階調目から６２７階調目）。これ以上、画面輝度を変更する場合も、使用階調数
を変更すればよい。
【０１６３】
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　以上のように、図３４（ｂ）は、通常輝度から輝度１／４までも、使用する階調数制御
で行っている。
【０１６４】
　さらに画面輝度を低下させるため、本実施形態では図３４（ｃ）に図示するように、ｄ
ｕｔｙ比制御（図１２、図１１）により、画面輝度制御を実施している。輝度は、表示領
域５３または非表示領域５２の面積を増減させることにより行う。ｄｕｔｙ比制御では、
表示する階調数は変更しないため、良好な階調表示を実現できる。
【０１６５】
　図３４（ｃ）では、２００ｎｔの輝度１／４以下から輝度１／１００（２ｎｔ）までは
、ｄｕｔｙ制御とした実施形態である。最低輝度は、ピーク輝度４ｎｔ、白ラスター２ｎ
ｔである。図３４（ｃ）において、最大使用階調数は、点灯率１００％の時、３６２階調
であり、点灯率０％近傍（完全に点灯率０％は、黒ラスター表示となり点灯している画素
がないため近傍とした）では、５１２階調である。
【０１６６】
　以上の制御（図３４（ａ）（ｂ）（ｃ））により、画面明るさは、１／１００に調整す
ることができる。
【０１６７】
　なお、図３４においても、ａ点、ｂ点位置を可変できるように設定することが好ましい
。ａ点、ｂ点の変更は、点灯率を求め、ＥＬ表示装置に入力された映像信号電圧または映
像信号データに乗算する係数を前記点灯率の値によって変更することにより実現できる。
なお、変更は遅延を持たして行うことが好ましい。以上の事項は本実施形態の他の実施形
態においても適用される。
【０１６８】
　以上のように、本実施形態は、最大輝度（図３４（ａ）の状態）から、所定の輝度変化
範囲（図３４（ａ）（ｂ）では輝度変化１／４）までは、使用する最大階調（最大使用階
調数）を減らすことにより輝度を可変する。それ以上画面輝度を低下させる場合は、図３
４（ｃ）に図示するように、ｄｕｔｙ比を可変することにより行う。ｄｕｔｙ比を可変す
る場合は、表示に使用する階調数は変化しない（維持される）。
【０１６９】
　以上のように、本実施形態は、低輝度表示を行う場合（低輝度領域）には、ｄｕｔｙ比
制御により画面輝度を変化させ、一定以上の高輝度表示を行う場合（高輝度領域）には、
使用する階調数を変化させて行う。この場合は、ｄｕｔｙ比は１／１など固定にする。し
かし、本実施形態はこれに限定するものではなく、高輝度領域で、ｄｕｔｙ比を１／２な
どとしてもよく、また、可変してもよい。また、低輝度領域においても、使用する階調数
を変化させてもよい。
【０１７０】
　また、図３４（ａ）は最大階調の輝度を４００ｎｔから２００ｎｔの１／２にするとし
たが、これに限定するものではなく、４００ｎｔから１００ｎｔの１／４などに設定して
もよい。また、図３４（ｂ）は最大輝度を２００ｎｔから５０ｎｔの１／４にするとした
が、これに限定するものではなく、２００ｎｔから２５ｎｔの１／８などに設定してもよ
い。また、図３４（ｃ）は最大輝度を５０ｎｔから２ｎｔの１／２５にするとしたが、こ
れに限定するものではなく、５０ｎｔから１ｎｔの１／５０などに設定してもよい。以上
のように目標仕様のあわせて、最大使用階調数の可変範囲、可変位置をソフト的に変更、
最大輝度の可変範囲、変更位置をソフト的できるようにする。変更などは、ソースドライ
バＩＣ１４のコントローラ部にて容易に実現できる。入力変数は、映像信号データ、点灯
率などを用いる。また、変更位置、可変位置などは、ＥＥＰＲＯＭ７５３の外部メモリに
格納しておく。
【０１７１】
（１６）他のＥＬ表示パネル及びＥＬ表示装置への実施形態の適用
　以上の事項は、図１、図１０、図１８、図１９、図２１、図２３、図２５、図２６、図
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２７、２８、３０などの本明細書に記載のすべての画素構成についても同様に適用するこ
とができる。以上の事項は、以下の本実施形態の他の実施形態においても適用される。
【０１７２】
　短時間を調整することまたは設定することにより、駆動用トランジスタ１１ａのモビリ
ティばらつきを一定量、補償できる。短時間は、パネルの駆動用トランジスタ１１ａの特
性に適合させて設定することが好ましい。
【０１７３】
（１７）応用例
　本実施形態の駆動方式を実施するＥＬ表示装置を表示ディスプレイとして用いた本実施
形態の表示機器（ＥＬ表示装置）について説明をする。
【０１７４】
（１７－１）第１の応用例
　図１４は、ＥＬ表示装置の一例である情報端末装置の携帯電話の平面図である。筐体１
４３にアンテナ１４１などが取り付けられている。１４２ａは、表示画面２２の明るさを
変化させる切換キー、１４２ｂは電源オン／オフキー、１４２ｃがゲートドライバ回路１
２ｂの動作フレームレートを切り替えるキーである。１４５はホトセンサである。ホトセ
ンサ１４５は、外光の強弱にしたがって、ｄｕｔｙ比などを変化させて、表示画面２２の
輝度を自動調整する。
【０１７５】
（１７－２）第２の応用例
　図１５はビデオカメラの斜視図である。ビデオカメラは撮影（撮像）レンズ部１５３と
ビデオカメラ本体１４３と具備している。本実施形態のＥＬ表示パネルは表示モニター１
４４としても使用されている。表示画面２２は支点１５１で角度を自由に調整できる。表
示画面２２を使用しない時は、格納部１５３に格納される。
【０１７６】
（１７－３）第３の応用例
　本実施形態のＥＬ表示パネルまたはＥＬ表示装置などはビデオカメラだけでなく、図１
６に示すような電子カメラにも適用できる。本実施形態のＥＬ表示装置はカメラ本体１６
１に付属されたモニター２２として用いる。カメラ本体１６１にはシャッタ１６３の他、
スイッチ１４２ａ、１４２ｃが取り付けられている。
【０１７７】
（第２の実施形態）
　第２の実施形態のＥＬ表示装置について図１８に基づいて説明する。図１８は、本実施
形態に係るＥＬ表示装置を示す模式的な回路図である。なお、以降に記載する実施制にお
いては、以前に説明した事項（例えば、図１１、図１２の点灯率制御、図３５のオン時間
比率に関する事項、図３３、図３４の点灯率制御とｄｕｔｙ比制御、図１４、図１５、図
１６の応用例など）に適用される。また、各事項が組み合わされて実施される。
【０１７８】
　第１の実施形態と異なる点は、第１の実施形態がＮチャネル型のトランジスタを用いて
画素回路を構成しているのに対し、本実施形態はＰチャネル型のトランジスタを用いて画
素回路を構成していることである。図１８の画素回路も、図１に示した画素回路とまった
く同様に閾値電圧補正動作、移動度補正動作及びブートストラップ動作を行うことができ
る。また、トランジスタ１１ｃをオンオフ制御することにより、図１１、図１２などで説
明したｄｕｔｙ制御を実現できる。また、後に説明する点灯率制御を実現できる。
【０１７９】
　図１９は、図１８の画素構成に対して、図１０と同様にスイッチ用トランジスタ１１ｄ
を追加した構成である。
【０１８０】
　なお、以上の実施形態では、画素行は１画素行ずつ選択し、映像信号の書込み、キャン
セルを実施するとしたが、これに限定するものではない。例えば、複数画素行を同時に選
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択し、映像信号の書込み、キャンセルをしてもよい。図１９の実施形態では、トランジス
タ１１ｄをオンオフ制御することにより、図１１、図１２などで説明したｄｕｔｙ制御を
実現できる。また、後に説明する点灯率制御を実現できる。
【０１８１】
　図２０は、図１９の画素構成はＰチェンネルトランジスタで構成したのに対して、Ｎチ
ャンネルトランジスタで構成した実施形態である。他の構成及び動作は以前に説明した構
成と同様であるので説明を省略する。
【０１８２】
（第３の実施形態）
（１）画素構成
　図２１は本実施形態の第３の実施形態の説明図である。なお、以前の実施形態で説明し
た事項で共通することは説明を省略する。以下の説明では差異点を中心に説明をする。
【０１８３】
　図２１において、ソースドライバＩＣ１４は、リセット電圧Ｖｒｓｔ及び映像信号電圧
Ｖｓｉｇを出力する。１水平走査期間の最初にリセット電圧Ｖｒｓｔを出力し、その後、
映像信号電圧Ｖｓｉｇを出力する。一例として、リセット電圧Ｖｒｓｔは、５Ｖである。
また、映像信号電圧Ｖｓｉｇは１～５Ｖである。つまり、リセット電圧Ｖｒｓｔは、映像
信号電圧Ｖｓｉｇの最大値か以上の高い電圧である。イニシャル電圧ＶＬは、１０Ｖであ
る。つまり、リセット電圧Ｖｒｓｔより大きな電圧である。
【０１８４】
（２）各トランジスタの動作
　図２２は、各トランジスタの動作（ＯＮ、ＯＦＦ）を示している。なお、説明を容易に
するため、ソースドライバＩＣ１４には、スイッチＳＷ１のオンオフにより映像信号電圧
Ｖｓｉｇが印加されることとし、スイッチＳＷ２のオンオフによりリセット電圧Ｖｒｓｔ
が印加されるものとする。実際には、ＤＡ変換回路、オペアンプなどから構成されている
。
【０１８５】
　リセット期間では、トランジスタ１１ｂがオンすることにより、リセット電圧Ｖｒｓｔ
が駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。また、スイッチ用トランジスタ
１１ｃがオンすることにより駆動用トランジスタ１１ａのソース端子にイニシャル電圧Ｖ
Ｌが印加される。このとき、スイッチ用トランジスタ１１ｄは、オフである。
【０１８６】
　次のオフセットキャンセル期間では、トランジスタ１１ｂがオン状態を継続し、リセッ
ト電圧Ｖｒｓｔが駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。また、スイッチ
用トランジスタ１１ｃがオフすることにより駆動用トランジスタ１１ａのソース端子にイ
ニシャル電圧ＶＬが印加されることは停止される。このとき、スイッチ用トランジスタ１
１ｄは、オフである。このオンオフ状態に制御することにより、コンデンサ１９ａにオフ
セット電圧が保持される。
【０１８７】
　次の映像信号の書込み期間では、トランジスタ１１ｂがオン状態を継続し、また、スイ
ッチＳＷ２がオフしてスイッチＳＷ１がオンし、映像信号電圧Ｖｓｉｇが駆動用トランジ
スタ１１ａのゲート端子に印加される。スイッチ用トランジスタ１１ｃ及びスイッチ用ト
ランジスタ１１ｄはオフ状態である。このオンオフ状態に制御することにより、駆動用ト
ランジスタ１１ａに電圧プログラムが実施される。つまり、コンデンサ１９ａに映像信号
電圧＋オフセット電圧が保持される。
【０１８８】
　保持（発光期間）は、スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンさせる。非発光期間は、ス
イッチ用トランジスタ１１ｄをオフさせる。スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンオフ制
御することにより、図１１、図１２のｄｕｔｙ比制御、図３４、図３３などの点灯率制御
が実現される。
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【０１８９】
（第４の実施形態）
（１）画素構成
　図２３は本実施形態の第４の実施形態の説明図である。第４の実施形態では、画素１６
を構成するトランジスタは、Ｐチャンネルトランジスタで構成している。
【０１９０】
　図２３において、ソースドライバＩＣ１４は、リセット電圧Ｖｒｓｔ及び映像信号電圧
Ｖｓｉｇを出力する。１水平走査期間の最初にリセット電圧Ｖｒｓｔを出力し、その後、
映像信号電圧Ｖｓｉｇを出力する。一例として、リセット電圧Ｖｒｓｔは、２．５Ｖであ
る。また、映像信号電圧Ｖｓｉｇは１～５Ｖである。つまり、リセット電圧Ｖｒｓｔは、
映像信号電圧Ｖｓｉｇの最大値以下最低値以上のア間にある電圧である。
【０１９１】
（２）各トランジスタの動作
　図２４は、各トランジスタの動作（ＯＮ、ＯＦＦ）を示している。なお、説明を容易に
するため、ソースドライバＩＣ１４には、スイッチＳＷ１のオンオフにより映像信号電圧
Ｖｓｉｇが印加されることとし、スイッチＳＷ２のオンオフによりリセット電圧Ｖｒｓｔ
が印加されるものとする。
【０１９２】
　リセット期間では、トランジスタ１１ｂがオンすることにより、リセット電圧Ｖｒｓｔ
が駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。スイッチ用トランジスタ１１ｄ
がオフ状態である。
【０１９３】
　リセット電圧Ｖｒｓｔは、最初最大値を印加し、次に所定値に変化させることが好まし
い。例えば、リセット電圧Ｖｒｓｔは、５Ｖを駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に
印加し、次に２．５Ｖに変化させる。この変化により、コンデンサ１９ａによるつきぬけ
電圧により、駆動用トランジスタ１１ａのドレイン端子の電位が低電位側にシフトする。
したがって、次のキャンセル期間のキャンセル動作が良好になる。
【０１９４】
　次のオフセットキャンセル期間では、トランジスタ１１ｂがオン状態を継続し、リセッ
ト電圧Ｖｒｓｔが駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。なお、スイッチ
用トランジスタ１１ｂをオフであってもよい。スイッチ用トランジスタ１１ｄは、オフ状
態である。
【０１９５】
　この状態では、駆動用トランジスタのチャンネル間に電流がながれ、コンデンサ１９ａ
にオフセット電圧が保持される。
【０１９６】
　次の映像信号の書込み期間では、トランジスタ１１ｂがオン状態を継続し、また、スイ
ッチＳＷ２がオフしてスイッチＳＷ１がオンし、映像信号電圧Ｖｓｉｇが駆動用トランジ
スタ１１ａのゲート端子に印加される。スイッチ用トランジスタ１１ｃ及びスイッチ用ト
ランジスタ１１ｄはオフ状態である。このオンオフ状態に制御することにより、駆動用ト
ランジスタ１１ａに電圧プログラムが実施される。つまり、コンデンサ１９ａに映像信号
電圧＋オフセット電圧が保持される。
【０１９７】
　保持（発光期間）は、スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンさせる。非発光期間は、ス
イッチ用トランジスタ１１ｄをオフさせる。スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンオフ制
御することにより、図１１、図１２のｄｕｔｙ比制御、図３４、図３３などの点灯率制御
が実現される。
【０１９８】
（３）第４の実施形態の変更例１
　図２５は、図２３の実施形態につき抜けコンデンサＣｘを追加した構成である。図２５
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は、駆動用トランジスタ１１ａは、Ｐチャンネルトランジスタであり、映像信号を画素に
印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂもＰチャンネルトランジスタである。つまり、駆
動用トランジスタ１１ａとスイッチ用トランジスタ１１ｂとは同極性のチャンネルトラン
ジスタで構成されている。スイッチ用トランジスタ１１ｂを制御するゲート信号線１７ａ
は、画素１６の選択時は、低い電圧（ＶＧＬ）が印加され、非選択となる場合は、高い電
圧（ＶＧＨ）が印加される。
【０１９９】
　したがって、画素１６が選択状態から非選択状態になる時は、ゲート信号線１７ａに電
気的に接続されたコンデンサＣｘの一端子はＶＧＬ電圧からＶＧＨ電圧に変化する。コン
デンサＣｘはＶＧＬ電圧からＶＧＨ電圧への変化をつき抜け電圧として他のコンデンサＣ
ｘ端子（駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に接続されている）伝達する。そのため
、ＶＧＬからＶＧＨ電圧の変化に比例した電圧が、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端
子に印加され、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子電圧を高い電圧の方向にシフトさ
せる。したがって、駆動用トランジスタ１１ａは電流を流しにくい方向に動作する。この
動作により、より黒表示レベルが改善され、良好なコントラストを実現できる。
【０２００】
（４）第４の実施形態の変更例２
　図２６は、モビリティ補正用のコンデンサ１９ｂを形成した構成である。コンデンサ１
９ｂにより、図８で説明したように補正用の電流Ｉｄｓが流れる。この構成により、図３
５で説明した方式が実現でき、また効果が期待できる。
【０２０１】
（５）第４の実施形態の変更例３
　図２７は、駆動用トランジスタ１１ａなどをＮチャンネルトランジスタとし、ＥＬ素子
１５に流す電流の経路をオンオフするトランジスタ１１ｄの位置を変更した構成である。
なお、図２７にも図２５の突き抜けコンデンサＣｘ、図２６のモビリティ補正用コンデン
サ１９ｂを形成してもよい。
【０２０２】
（第５の実施形態）
（１）画素構成
　図２８は本実施形態の第５の実施形態の説明図である。なお、以前の実施形態で説明し
た事項で共通することは説明を省略する。以下の説明では差異点を中心に説明をする。
【０２０３】
　図２８において、ソースドライバＩＣ１４は、映像信号電圧Ｖｓｉｇを出力する。トラ
ンジスタ１１ｃは、イニシャル電圧ＶＬを駆動用トランジスタ１１ａのドレイン端子に印
加する。一例として、映像信号電圧Ｖｓｉｇは１～５Ｖである。イニシャル電圧ＶＬは０
Ｖ以下の電圧である。つまり、イニシャル電圧ＶＬは、映像信号電圧Ｖｓｉｇの最低値以
下の電圧である。
【０２０４】
（２）各トランジスタの動作
　図２９は、各トランジスタの動作（ＯＮ、ＯＦＦ）を示している。リセット期間では、
トランジスタ１１ｃがオンすることにより、イニシャル電圧ＶＬが駆動用トランジスタ１
１ａのドレイン端子に印加される。スイッチ用トランジスタ１１ｂ、及びｄｕｔｙ比制御
用のトランジスタ１１ｄはオフ状態である。
【０２０５】
　次のオフセットキャンセル期間では、トランジスタ１１ｂ、１１ｃ、１１ｄがオフ状態
に制御される。このオンオフ状態に制御することにより、コンデンサ１９ａにオフセット
電圧が保持される。
【０２０６】
　次の映像信号の書込み期間では、トランジスタ１１ｂがオン状態を制御され、映像信号
電圧Ｖｓｉｇが駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に印加される。スイッチ用トラン
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ジスタ１１ｃ及びスイッチ用トランジスタ１１ｄはオフ状態である。このオンオフ状態に
制御することにより、駆動用トランジスタ１１ａに電圧プログラムが実施される。つまり
、コンデンサ１９ａに映像信号電圧＋オフセット電圧が保持される。
【０２０７】
　保持（発光期間）は、スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンさせる。非発光期間は、ス
イッチ用トランジスタ１１ｄをオフさせる。スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンオフ制
御することにより、図１１、図１２のｄｕｔｙ比制御、図３４、図３３などの点灯率制御
が実現される。
【０２０８】
（３）第５の実施形態の変更例
　図３０は、スイッチ用トランジスタ１１ｃのドレイン端子を駆動用トランジスタ１１ａ
のゲート端子に接続した実施形態である。他の動作は同様であるので説明を省略する。
【０２０９】
　なお、図３０にも図２５の突き抜けコンデンサＣｘ、図２６のモビリティ補正用コンデ
ンサ１９ｂを形成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０２１０】
【図１】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２】本実施形態に係るＥＬ表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示した実施形態の動作説明に供するタイミングチャートである。
【図４】同じく動作説明に供する回路図である。
【図５】同じく動作説明に供する回路図である。
【図６】同じく動作説明に供する回路図である。
【図７】同じく動作説明に供する回路図である。
【図８】同じく動作説明に供する回路図である。
【図９】同じく動作説明に供する回路図である。
【図１０】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図１１】本実施形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１２】本実施形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１３】本実施形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図１４】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１５】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１６】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１７】図１０に示した実施形態の動作説明に供するタイミングチャートである。
【図１８】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図１９】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２０】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２１】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２２】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２３】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２４】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２５】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２６】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２７】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２８】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図２９】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３０】本実施形態のＥＬ表示装置の画素構成の説明図である。
【図３１】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３２】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３３】本実施形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
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【図３４】本実施形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３５】本実施形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【符号の説明】
【０２１１】
１１　トランジスタ
１２　ゲートドライバ回路
１４　ソースドライバ回路（ＩＣ）
１５　ＥＬ素子
１６　画素
１７　ゲート信号線
１８　ソース信号線
１９　コンデンサ
２０　アノード電圧配線
２１　キャンセル電圧配線
２２　表示画面
３１１　スイッチ
３１２　デコーダ
３１４　ガンマ回路
３１５　ＦＲＣ、誤差拡散回路
３１６　ピーク処理回路
３１７　動画検出回路
３１８　カラーマネージネント回路
３１９　制御回路（演算回路）
３２１、３２２　乗算器
３２３　加算器
３２４　総和回路
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5C380/CD023 5C380/CD024 5C380/CF07 5C380/CF43 5C380/CF68 5C380/CF70 5C380/DA02 5C380
/DA06 5C380/DA07 5C380/DA13 5C380/DA16 5C380/DA19 5C380/DA20 5C380/DA34 5C380/DA35 
5C380/DA43 5C380/DA47 5C380/DA50 5C380/DA51 5C380/DA57 5C380/DA58 5C380/FA03 5C380
/FA06 5C380/FA07 5C380/FA11 5C380/FA12 5C380/FA13 5C380/FA24

代理人(译) 中村聪
富田克幸
夫 世进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种用于改善显示不均的EL显示装置。 输入到EL显示
装置的图像数据由像素的颜色加权以获得点亮率。 另外，计算要显示的
最大灰度数。 基于所获得的点亮率，获得在一个帧周期中电流流过EL元
件的时间，并且在显示屏上产生条形的非显示区域，或者定义要显示的
最大灰度等级。 [选择图]图34

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/672ec25c-d673-4e42-9f66-52e266d4cb5d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041385911/publication/JP2009258397A?q=JP2009258397A

